








要約　 採血から検体受付までの検体管理の現状を把握し、精度管理上の問題点を明確に

することを目的として、全国の検査機関にアンケート調査を依頼し、3 県分を除く全国の

県・政令指定都市 53自治体の現状が把握出来た。採血日齢は 4日目が 17.5%、5 日目 64%、

6 日目 11.1%と、採血現場では約 95%が 4～6 日に採血されており、現行の採血日齢勧告の

5～7 日より 1 日早い採血が行われていた。また、採血から検体が検査機関で受付される

までの所要日数は、検査機関により大きな違いが見られた。特に、検体投函遅れへの改善

指導を行っていない検査機関にその傾向が強く、検査機関で採血後早期投函を指導してい

る施設と大きな差が認められた。検査の総合的精度管理上から、採血指導や検体管理等の

検査前の精度管理についで、直接検体を取り扱う検査機関が積極的に関与していくべきで

あると考える。


